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司書のコミュニケーション能力を育成する授業実践 

 

長岡絵里佳（鳥取短期大学） 

 

はじめに 

 鳥取短期大学司書課程では、学生たちが司

書として必要なコミュニケーション能力を身

につけるため、ディスカッションや発表、本

の紹介などを取り入れた授業を展開してい

る。しかし、「図書館実習」を開講していない

ため、リアルな環境で実務経験を積む機会が

乏しいことが課題であった。そこで、2年次

前期の科目「図書館サービス特論」におい

て、2014（平成 26）年度より、ロールプレ

イを取り入れたレファレンスサービス演習を

実施している。 

 本稿では、これまでの授業実践をふりかえ

り、成果と課題を検証したい。まず、鳥取短

期大学司書課程の特徴と受講生の状況につい

て整理し、「図書館サービス特論」にロールプ

レイを取り入れた意図と授業内容・方法を述

べる。学生たちが学んだ成果については、学

生の提出物や授業のふりかえり、教員の観察

などをもとに考察する。さらに科目間連携の

試みもふまえ、コミュニケーション能力の育

成を図る司書課程の教育について、今後の課

題を挙げる。 

 

１．鳥取短期大学司書課程の現状と課題 

 鳥取短期大学の司書課程は 1974（昭和

49）年に開設して以来、全学科・専攻の学生

だけでなく、鳥取大学の学生や社会人も対象

にしてきた。2012（平成 24）年度から 13科

目 24単位を開講し、月曜と金曜の 5限目

（16:25～17:55）のほか、夏期・冬期・春期

の休業期間と土曜日に集中講義の形式で授業

を実施している。こうした日程に加え、司書

科目は卒業単位には含まれない特別科目であ

ることから、履修する学生はやり遂げようと

いう強い意志や覚悟、体力が必要になる。そ

れでも、これまで多いときには約 70名の受

講生がいたが、ここ最近は 25名から 50名程

度であり、最終的に資格を取得する人は 20

名から 30名程度となっている。鳥取短期大

学の 1学年の定員が 300名であるため、約 1

割の学生が司書資格を取得することになる。

このうち 2、3名が司書として就職する 1。 

このように、これまで 1800人を超える資

格取得者を育み、鳥取県内で図書館の中核を

担う人も輩出してきたが、2019年に司書課程

の見直しが迫られ、5学科・専攻のうち幼児

教育保育学科を除く学生のみが受講できるこ

とになった。学科の専門教育との両立が日程

の面で難しいうえに、学力的にも難しい学生

が目立ってきたことなどが背景として挙げら

れる。この動きによって司書課程を改めて見

直し、司書資格の意義づけを学内外に発信

し、司書資格を活かした就職の後押しするこ

となどが喫緊の課題となっている。 

 また、卒業後すぐに県内の公共図書館や学

校図書館に就職する可能性があることから、

担当教員間で学生のコミュニケーション能力

の育成に力をいれようと話し合い実践してき

た。しかし、コミュニケーションに苦手意識

のある学生が多く、人前での発表が難しかっ

たり、グループディスカッションでうまく意

見を伝えられなかったりする。とはいえ、こ

うした学生は比較的真面目で、レポート課題

などはしっかりと取り組むことが多い。そし

て、司書になりたいという固い意志をもつた

め、就職時の面接や実際に働いた時の臨機応

変な対応に戸惑うことが多い。そのため、卒
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業までに司書に必要なコミュニケーション能

力をいかに育むのかということが重要な課題

となっている。 

 

２．「図書館サービス特論」におけるロール

プレイの実践 

（１）ロールプレイを導入した経緯 

 「図書館サービス特論」は、2012（平成

24）年度の新課程への変更に伴い、新たに開

講することになった科目である。8コマ 1単

位で、2年次の 4月の土曜 2日間を用いて集

中講義形式で開講している。最初に実施した

2013（平成 25）年度は、図書館サービスに

ついて学生一人一人がテーマを決めて調査し

発表するという内容だったが、授業時間内に

調べて発表するには無理があることや「情報

サービス演習」の内容とも重なる点などが明

らかとなった。さらに、上述した学生の様子

がわかったため、より実践的な活動ができな

いか検討することになった。そこで、2014

（平成 26）年度から 4コマを使ってロールプ

レイの技法を取り入れた授業を実施すること

にした。 

ロールプレイは「役割演技」とも呼ばれ、

具体的な場面を設定し、複数の人がそれぞれ

の役割を演じることを通して、その立場や感

情などを想像し、実際の場面でも適切に対応

できるようにする体験学習の１つである。心

理学や看護学の分野の教育などで行われ、学

生たちは特定の役割を体験することで、具体

的な接し方や関係の構築など対人関係スキル

を習得していく。また、自分の感情の動きや

行動のクセに気づくなど自己理解を深め、ど

のようなコミュニケーションが望ましいか理

解したり、臨地実習のイメージを明確にし、

レディネスを高めたりすることができる。さ

らに、役割の実践だけでなく、ロールプレイ

を観察することによっても学習効果があると

いう 2。 

以上のようなロールプレイの学習効果は司

書の教育にも活かせるものである。そこで次

の 4点を特に重視し、ロールプレイを取り入

れた授業を計画した。 

①役割についての事前の考察 

グループで演じる役割について、性格や言

動など明確なイメージづくりを行う。実際の

利用者には多様な人がいることを知り、利用

者のことを考える姿勢を養うといった利用者

理解を深める。 

②役割になりきった演技 

これまでの学習について復習し、できるだ

けリアルな演技を行うように指示する。楽し

い雰囲気づくりを行い、活発なやり取りを促

すことでリアルな環境に近づける。 

③即興性 

台本などは準備せず、その場でどのように

行動すればいいのか自分で考えたり、グルー

プのメンバーで協力しあい、相談しながら解

決したりするように促す。 

④事後のふりかえり 

ロールプレイを通して気づいた自分自身の

課題や改善点を整理し、卒業までの学習課題

として意識づけを行う。 

実際に授業を行うにつれて、他者の活動を

観察して学べるように工夫する必要であると

わかり、「ベストオブ司書」を選出するという

方法を取り入れるようになった。 

 さらにロールプレイを実施する場所として

受講生が多い年などは本学の付属図書館で実

施したが、2015（平成 27）年度から 2017

（平成 29）年度までは倉吉市立図書館の協力

を得て学外で実施した。学内と学外の意識の

違い、大学図書館と公共図書館の蔵書や施設

設備の違いだけでなく、一般利用者や現役の

司書の存在を身近に感じられるという点も学

生たちに影響を与えたように思われる。 
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（２）ロールプレイの実践例 

 授業では、レファレンスサービスの演習と

してロールプレイを取り入れた。そこで 1コ

マ目では、レファレンスサービスの概要につ

いて復習し、レファレンスインタビューのポ

イントや注意点などを説明する。この時点

で、利用者登録や相互貸借なども思い出させ

ることがリアルな演技につながるため重要で

ある。また、ロールプレイの意義について説

明する際には、最後のレポート課題も提示

し、学生が自分自身の課題に向き合えるよう

に意識づけを図る。 

 2コマ目では、５人から６人程度の６グル

ープにわかれて話し合う。まず「鳥取県倉吉

市に Uターンした家族が倉吉の図書館にレフ

ァレンスを申し込んだら」という場面設定を

提示し、家族側と司書側にわかれて実際のや

り取りを行うことを説明する。家族側の役割

は表１のような家族構成を提示し、グループ

で話し合い誰がどの役割を演じるのかや具体

的なキャラクター設定を決めさせる。そのう

えで、質問を４つに決めて、質問の動機や理

由、質問の仕方などできるだけ具体的に考え

させる。そして、司書側の役割分担を考えさ

せ、自分たちの考えた質問にどのように回答

できるか考えさせる。 

この話し合いの段階で、名札を配り自分が

演じる役割を記入させる。さらに OPACが検

索できる端末を準備したり、利用案内や利用

登録申請書などのカウンターグッズ、エプロ

ンなどの小道具を準備したりすると、学生の

気分が乗りやすい。 

 

表１ ロールプレイの家族構成と設定 

父 46歳。祖父の介護のため Uターン。市役

所職員に転職。将来カフェを開きたい。

趣味は映画観賞とテニス。 

母 45歳。専業主婦だったが働こうかと考え

ている。趣味は読書とテニス。 

姉 19歳。短大 2年生。授業の課題で困って

いる。就職活動中。 

兄 17歳。高校 3年生。受験勉強中。数学と

英語が苦手で、社会が好き。 

妹 14歳。中学 2年生。ライトノベルが好

き。倉吉の産業について調べる課題が出

たところ。 

弟 11歳。小学 5年生。おじいちゃんの話を

聞くことやサッカーが好き。国語の授業

で宮沢賢治の課題が出た。 

祖父 71歳。梨農家。リハビリ中。相撲と歴史

小説が好き。 

祖母 68歳。梨農園を手伝う。趣味は園芸と料

理。 

３コマ目と４コマ目を使って、ロールプレ

イの実践を行う。２グループを１組として、

交替で家族側と司書側を経験させ、45分間で

４つの質問に対してどこまで応えられるか挑

戦させる。司書側を行うときは、カウンター

に誰もいない状況はつくらないことや走らな

いことなど気をつけ、家族側を行うときは、

満足のいく答えが見つかるまであきらめずに

質問するように注意させる。45分間ロールプ

レイを実施したあとは 15分間のふりかえり

時間を設け、個人でふりかえりをワークシー

トに記入させたあと、２グループ合同で気づ

いた点を共有させる。休憩をはさんで役割を

交替し、45分間のロールプレイと 15分間の

ふりかえりを行った後、全体でふりかえりを

行う。このときに、倉吉市立図書館の司書や

短大図書館の司書から講評をいただくように

している。 

 ４コマの授業が終わった後は、「①レファレ

ンスサービスにはどのようなことが重要か」

「②より適切なサービスを行う司書になるに

はどのようなことが重要か」「③①と②を達成

するために、あなた自身はどのようなことを
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改善する必要があるか」という３点について

レポートにまとめさせる。また、レファレン

ス記録用紙を含めワークシートをすべて提出

させて評価している。 

 

３．ロールプレイの学習成果 

 ４コマの授業を終えた後、ほとんどの学生

から「思っていた以上に大変だった」「疲れ

た」という声があがる。また、「緊張してしま

い言葉遣いが変になってしまった」というほ

ど、真剣に取り組む学生もいる。学生たちは

どのような気づきを得たのだろうか。ワーク

シートやレポートのコメントから、学生たち

が司書に必要だと感じた知識・技術と、自分

自身これから改善すべきだと述べている内容

を次のように整理した。 

 

【利用者の理解】 

相手の抱える要望を理解し答える力、相手を知ろ

うとする気持ち、利用者のニーズを聞く技術、理

解力、利用者との関係づくり、地域のニーズをキ

ャッチすること、多様な価値観の理解、聞き出す

力、意思疎通 

【情報収集・検索】 

資料を探すための知識や技術、情報収集力、スム

ーズに資料を探す力、図書館内の資料の配置を覚

えること、調べる速さ 

【判断力】 

物事を見極めて動く力、迅速に行動することと迅

速さを裏付ける知識 

【幅広い知識】 

多方面にわたる知識、分類の知識、図書館の仕組

みについての理解、情報源についての知識、資料

についての知識、様々なことへの興味関心 

【広い視野、柔軟性】 

柔軟に対応する力、柔軟な思考と対応、視野を広

げること、気軽さ、柔らかさ、発想力、調べるこ

とで精一杯にならないこと、臨機応変さ 

【姿勢・態度】 

話しかけやすい雰囲気、一つ一つ真摯に丁寧に取

り組むこと、自信を持って対応すること、落ち着

いて丁寧に対応すること、一人一人に合わせた対

応、気遣い、注意する勇気 

【伝える力】 

言葉遣い、語彙力、伝える力、わかりやすい説

明、正確な回答 

【他者と協力すること】 

他の司書と協力する力、周りを見ながら仕事をす

る力 

 以上のコメントをみると、学生たちは単な

る会話術ではなく、相手の理解や協力など幅

広いコミュニケーション能力の必要性を実感

している。司書に必要な知識不足を痛感する

学生も多く、残りの学生生活の学習目標の明

確化や学習意欲の向上につながるものと思わ

れる。 

 

おわりに 

 ロールプレイを通じて学生たちは多様な気

づきを得ていることがわかる。授業後の様子

をみると、自分自身の課題の改善に取り組み

成長を遂げる学生がいる一方で、すぐにはコ

ミュニケーションの苦手意識を克服できない

学生もいる。2022（令和 4）年度から「図書

館実習」を実施する予定のため、「図書館サー

ビス特論」の成果を活かせるように連携を図

りたい。また、改善の指標としてルーブリッ

クの開発も検討したい。 
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